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概要

このドキュメントは、ワイヤレス接続のトラブルシューティングに役立ちます。最初に、このド
キュメントの質問に答えて、使用しているワイヤレスリンクの種類や機器の種類について理解し
てもらいます。次に、チャートに進み、考えられる原因とその解決に必要な手順を調べます。

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

問題はどこにありそうか
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ワイヤレス接続のトラブルシューティングを行う際には、次の質問を検討してください。

このリンクのタイプは??Microwave Multi-point Distribution System(MMDS)Unlicensed
National Information Infrastructure(UNII)ライセンス不要の周波数を参照してください。

●

リンクの距離（マイル）。（マイル）●

リンクはラインオブサイトのリンクですか??「はい」の場合、どのように知っていますか??●

これがUNIIリンクの場合は、チェックリストで干渉の優先度が高くなっていることを確認し
ます。

●

アンテナのサイズは??利得??アンテナは正しく偏波になっていますか。アンテナを参照して
ください。

●

トランスバータからアンテナまでのケーブルの長さはどのくらいですか??どんな種類のケー
ブル？ケーブルとコネクタの損失を参照してください。

●

他のアンテナも近いですか??その場合、干渉の問題を引き起こす信号が発信されているかど
うかを判断できますか。通常、他のアンテナの近接だけでは、次の場合は問題になりません
。アンテナは、ユーザの干渉する可能性のある信号を放射しません。とアンテナがパス軸の
内側にありません。

●

これらの質問の詳細については、「関連情報」の項を参照してください。

ステータス行の状態

Radio x is Up – 回線プロトコルがUp

考えら
れる問
題

確認およ
び観察事
項

解決方法 注

— — これは正常なステータス行の状態
です。必要な操作はありません。  

Radio x is Up:Line Protocol is Down

考
え
ら
れ
る
問
題

確認および観察事項 解決方法 注

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

ヒストグラムまたはス
ナップショットの実行
リンクの両端でSNRお
よびRx信号レベルを
測定する

干渉の発生
源を特定す
る（たとえ
ば、周辺の
アンテナ
）。アンテ
ナの偏波ま
たは周波数
チャネルを
変更する
（UNIIのみ

干渉が問題の
原因である場
合、SNRの示
数は、リンク
のパフォーマ
ンスが低下ま
たは停止して
いる期間に関
連する劣化を
示す必要があ
ります
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）
低
い
（
弱
い
）
受
信
信
号
レ
ベ
ル

アンテナの位置合わせ
をチェックするケーブ
ル/コネクタの整合性
（ケーブルの水分の可
能性）をチェックする
リンクの送信電力レベ
ルをチェックするリン
クのパスのブロック
（木、建物など）をチ
ェックする

帯域幅とス
ループット
設定の変更
必要に応じ
て故障した
ケーブルを
交換する必
要に応じて
送信電力設
定を再設定
するアンテ
ナを再調整
する

スループット
設定を回避策
として変更し
ます。スルー
プットの設定
を変更するに
は、指定した
他の解決策を
試した後だけ
です。

ル
ー
プ
バ
ッ
ク
が
有
効
に
な
っ
て
い
る

設定を確認し、show
runコマンドとshow
interface radio
slot/portコマンドを発
行します

ループバッ
ク コマンド
を無効にし
ます。

 

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
設
定
が
不
適
切

設定を確認し、show
runコマンドヒストグ
ラムを実行してSNRを
確認します

スループッ
ト設定を調
整します。

このパラメー
タはリンクの
両端で同じ値
に設定する必
要があります
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ケ
ー
ブ
ル
接

すべてのコントロール
ケーブル接続を確認し
ます。リンクのステー
タスをモニタしながら
疑わしいコントロール
ケーブルを揺らして接
続の障害を確認する

必要な場合
はケーブル
またはコネ
クタを交換
します。
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続
の
障
害
。

無線xがダウン：回線プロトコルがダウン

考えら
れる問
題

確認および観察事
項 解決方法 注

無線イ
ンター
フェイ
スがシ
ャット
ダウン
してい
る

設定を確認し、
show interface radio
slot/portコマンドを
発行します

無線インタ
ーフェイス
を No shut
に設定しま
す。

これが問題の
場合、show
interfaceの出
力に「Radio
x is
administrative
ly down」と
表示されるこ
とに注意して
ください。

インタ
ーフェ
イス

ヒストグラムまた
はスナップショッ
トの実行リンクの
両端でSNRおよび
Rx信号レベルを測
定する

干渉の発生
源を特定す
る（たとえ
ば、周辺の
アンテナ
）。アンテ
ナの偏波ま
たは周波数
チャネルを
変更する
（UNIIのみ
）

干渉が問題の
原因である場
合、SNRの示
数は、リンク
のパフォーマ
ンスが低下ま
たは停止して
いる期間に関
連する劣化を
示す必要があ
ります

ワイヤ
レスラ
インカ
ードの
障害

IF および RF ルー
プバック テストを
実行し、無線イン
ターフェイスに
ping を発行して検
証します。

ラインカー
ドを交換し
ます。

 

周波数
の設定
が不適
切

設定を確認し、
show runコマンド
を発行します

設定を修正
します。リ
ンクの一方
の Tx がも
う一方の
Rx に一致
するように

 

無線
ARQ
の設定
が不適
切

設定を確認し、
show interface radio
arqコマンドを発行
します

設定を修正
する

このパラメー
タはリンクの
両端で同じ値
に設定する必
要があります



。
アンテ
ナの数
の設定
が不適
切

設定を確認し、
show runコマンド
を発行します

設定を修正
する  

スルー
プット
設定が
不適切

設定を確認します
。SNR を測定しま
す。

– スループ
ット設定を
適宜調整す
る

このパラメー
タはリンクの
両端で同じ値
に設定する必
要があります
。

無線プ
ライバ
シーが
両端で
同じ設
定にな
ってい
ない

設定を確認し、
show runコマンド
を発行します

設定を修正
する

このパラメー
タはリンクの
両端で同じ値
に設定する必
要があります
。

送信電
力の設
定が不
適切

設定を確認し、
show runコマンド
を発行します

設定を修正
し、無線送
信電力をリ
ンクの有効
な値に設定
します

 

一方ま
たは両
方のト
ランス
バータ
(ODU)
に電力
が供給
されな
い

電圧計を使用して
、PFPへの入力時に
DC電圧をチェック
するPFPのDCブレ
ーカスイッチがオ
ンになっているこ
とを確認する

DC電源の
修理/交換
PFPのブレ
ーカスイッ
チをオンに
する

 

 

ケーブルの整合性
と接続を確認する
ケーブルが50 Ωタ
イプであることを
確認するdebug
radio log verboseを
実行します

必要に応じ
てケーブル
を交換しま
す

すべての屋外
接続が正しく
シールされて
いることを確
認してくださ
い。Coax-
Sealまたは同
等の製品のみ
を使用してく
ださい

PFPと
トラン
スバー
タ間の
コント

ケーブルの整合性
、特にケーブルと
LEMOコネクタのジ
ャンクションを確
認するdebug radio

必要に応じ
てケーブル
を交換しま
す

LEMO コネク
タには耐候性
は不要です。
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ロール
ケーブ
ルの不
良また
は取り
外し

log verboseを実行
します。

受信信
号レベ
ルが低
いか低
い

ヒストグラムから
SNRを測定して確
認アンテナが同じ
偏波用に設定され
ていることを確認
するアンテナが正
しく整列されてい
ることを確認する
ケーブル配線、IFお
よびRFをすべてチ
ェックする

リンクの両
側を同じ偏
波（水平ま
たは垂直
）にするア
ンテナの位
置合わせ必
要に応じて
ケーブルを
交換する

 

誤った
デュプ
レクサ
がイン
ストー
ルされ
ている

リンクの両端のデ
ュプレクサのステ
ッカーをチェック
して、両端が同じ
バンドプランであ
ることを確認しま
す

 

デュプレクサ
のチューニン
グは変更でき
ません。交換
する必要があ
ります。

デュプ
レクサ
の設定
が不適
切

一方の側にデュプ
レクサを設置してtx
highと他方の側にtx
lowをインストール
する必要がありま
す

一方のデュ
プレクサを
取りはずし
、逆にして
取り付け直
します。

 

ODU
が検出
されな
い

IFループバックテス
トを実行し、無線
インターフェイス
にpingを実行してラ
インカードが正常
かどうかを確認し
ます。debug radio
log verboseを実行
して問題を確認し
ます

ODU を交
換します。  

関連情報

ワイヤレス ポイントツーポイント クイック リファレンス シート●

ワイヤレス ポイントツーポイントの FAQ●

ワイヤレス トラブルシューティングの FAQ とチェックリスト●

ワイヤレス サンプル構成とコマンド リファレンス●

物理的な接続問題からのワイヤレス デバッグ出力●
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